
3月定例議会

　

３
月
定
例
議
会
は
、
２
月
24
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
の
30
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
21
件
が
提
案
さ
れ
、
各
常
任
委
員
会
な
ら
び
に
本
会
議
で
審
議
の
結
果
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
の
「
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
意
見
書
」
は
全
会
一
致
で
可
決
し
、
菅
直
人
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
大
臣

宛
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
13
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
多
く
の
被
災
者
が
救

済
を
待
ち
望
み
、
ま
た
、
原
子

力
発
電
所
で
深
刻
な
事
故
が
発

生
し
、
不
自
由
で
不
安
な
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

　

政
府
お
よ
び
関
係
各
機
関
に

お
い
て
早
急
に
対
応
す
る
よ
う

強
く
求
め
る
。

１ 

行
方
不
明
者
に
対
す
る
一
刻

も
早
い
捜
索
な
ど
の
対
策
措
置

を
講
ず
る
と
と
も
に
、
被
災
者

救
済
お
よ
び
被
災
地
復
旧
に
関

す
る
特
別
立
法
の
制
定
、
財
政

支
援
措
置
な
ど
、
積
極
的
な
措

置
を
緊
急
に
講
ず
る
こ
と
。

２ 

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電

所
に
お
け
る
事
故
に
お
い
て
は
、

正
確
な
情
報
開
示
を
行
い
、
住

民
の
不
安
払
拭
に
努
め
る
と
と

も
に
、
二
次
災
害
に
万
全
の
対

策
を
講
ず
る
こ
と
。

３ 

被
災
者
に
対
す
る
支
援
方
針

を
早
急
に
決
定
し
、
生
活
再
建

支
援
対
策
を
一
日
も
早
く
講
ず

る
こ
と
。

地震直後の蓮谷橋（笠原小学校・東武動物公園の手前の橋）と町立図書館

意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決

被
災
救
援
と
復
興
に
全
力
あ
げ
よ

意
見
書
の
概
要

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ
り
、
本
会
議
に
お
い
て
「
東
日
本

大
震
災
に
関
す
る
意
見
書
」
を
可
決
し
、
国
へ
送
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災

宮代町内の被害状況（3月₁₃日現在）

　宮代町でも下記のとおり大きな被害が
発生しました。宮代町で震度６弱の地震
は、宮代に住む人はもちろんのこと、都
心などの通勤通学途中の人などにも大き
な影響を与えました。

■死傷者　　なし
■火　災　　なし
■民家の被害など
　●建築物　　431件
　　　　　　　 屋根瓦のずれ・落下・破損など
　●ブロック塀　23件
　　　　　　　 傾斜、倒壊、亀裂、落下など
　●門扉の傾斜　 1件
　●その他　　　19件
■公共施設などの被害
　●道路など　44か所
　　　　　　　道路と橋の段差など
　●公共施設　20か所
　　　　　　　 集会所の屋根瓦の破損など
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●特集/平成23年度一般会計予算

90
億
１
６
８
０
万
円
で
新
年
度
ス
タ
ー
ト

耐
震
診
断
・
改
修
補
助
金
の
拡
充「
二
世
帯
住
宅
」も
対
象
に

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、特
別
会
計
、企
業
会
計
な
ど
７
つ
の
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

本
会
議
で
の
総
括
質
疑
と
、
２
つ
の
常
任
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
審
議
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
審
議
中
に
東
日
本
大
震
災
の
発
生
や
幾
度
か
の
余
震
に
よ
り
、
審
議
を
中
断
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、延
べ
５
日
間
に
わ
た
っ
て
各
課
ご
と
に
質
疑
応
答
を
行
い
、徹
底
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

平成23年度一般会計予算

公　債　費
21,725円

総　務　費
37,813円

土　木　費
40,742円

民　生　費
81,080円

消　防　費
15,148円

教　育　費
32,782円

議　会　費
3,521円

衛　生　費
27,370円

商　工　費
1,540円

農林水産業費
7,775円

予備費など
946円

270,442円

一般会計歳出予算の
町民１人当たりの金額

一般会計予算の内訳一般会計予算の内訳

歳　入
90億1,680万円

町税
34億6,366万円
　　　　38.4％

地方交付税
18億2,900万円

20.3％

町債
9億8,760万円
10.9％

繰入金
3億1,117万円

3.5％

国庫支出金
9億2,342万円
10.2％

県支出金
5億8,906万円
6.5％

諸収入
2億4,837万円 2.8％

地方消費税交付金
2億2,340万円 2.5％

その他
4億4,112万円 4.9％

グラフを作りグループ化を解除

1つずつ 95％に縮小して色を変える

立体用は 2ミリ下に移動　色 100％　スミ 60％に

ブレンド（スレップ数 25）し、一番上に白ワクつきを

歳　出
90億1,680万円

民生費
27億328万円
　　　　30.0％

総務費
12億6,073万円

14.0％

土木費
13億5,839万円

15.1％

教育費
10億9,299万円

12.1％

公債費
7億2,434万円

8.0％

衛生費
9億1,253万円
10.1％

消防費
5億505万円
5.6％

農林水産業費
2億5,922万円 2.9％

議会費
1億1,740万円 1.3％

商工費
5,136万円 0.6％

労働費
1,122万円 0.1％

予備費など
2,030万円 0.2％

グラフを作りグループ化を解除

1つずつ 95％に縮小して色を変える

色 50％、スミ 30％

立体用は 2ミリ下に移動　色 100％、スミ 60％

ブレンド（ステップ数 25）し、一番上に白ワクつきを

一般会計歳出予算の
町民１人当たりの金額
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問　

第
４
次
総
合
計
画
を
策
定

す
る
上
で
、
東
洋
大
学
調
査
と

の
整
合
性
を
ど
う
図
る
の
か
。 

答　

右
肩
上
が
り
の
時
代
で
は

な
い
の
で
、
ソ
フ
ト
施
策
を
重

視
し
た
計
画
に
な
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、

市
民
力
、
民
間
力
が
大
き
な
キ

ー
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

高
額
寄
付
の
活
用
に
あ
た

っ
て
は
、
寄
付
者
に
意
向
を
確

認
し
て
い
る
か
。

答　

使
途
を
指
定
し
た
も
の
で

は
な
い
が
、
高
額
と
い
う
こ
と

も
あ
る
の
で
、
寄
付
者
に
使
途

の
報
告
を
し
て
い
る
。

問　

自
主
財
源
比
率
が
過
年
度

と
比
べ
減
少
し
て
い
る
の
は
。

答　

国
の
経
済
対
策
や
子
ど
も

手
当
、
地
方
交
付
税
の
増
な
ど

に
よ
る
も
の
。
従
っ
て
、
自
主

財
源
比
率
だ
け
で
な
く
、
財
政

力
指
数
の
方
が
財
政
力
を
測
る

上
で
は
適
切
と
考
え
る
。

総
務・財
政

市民活動スペース運営事業 1,298万円

町内循環バス運行事業 1,593万円

第４次総合計画策定事業 501万円

男女共同参画社会推進事業 16万円

オフィスサポーター雇用事業 1,093万円

主な使いみち

第
４
次
総
合
計
画
を
策
定
の
際
、
東
洋
大
学
調
査
と
の
整
合
性
は

問　

防
災
無
線
が
聞
き
に
く
い

と
い
う
声
が
あ
る
が
、
対
策
は
。

答　

23
年
度
に
は
難
聴
地
域
の

確
認
を
す
る
予
定
で
い
た
が
、

現
在
、
全
区
長
に
回
覧
し
た
際

に
、
難
聴
地
域
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
っ
て
い
る
。

問　

す
べ
て
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
す
る
の
に
何
年
く
ら
い
か

か
る
か
。

答　

当
初
は
５
～
６
年
と
考
え

て
い
た
が
、
昨
年
度
の
よ
う
に

経
済
対
策
交
付
金
の
予
算
が
思

う
よ
う
に
つ
か
な
か
っ
た
の
で
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
と
も
な
う
電
気
料

金
の
削
減
分
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推

進
し
て
い
く
が
、
７
～
８
年
に

な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

問　

広
域
利
根
斎
場
で
の
宮
代

の
利
用
は
１
月
末
で
２
０
２
人
、

利
用
率
は
₅₈
・
４
％
と
少
な
い
。

何
ら
か
の
見
直
し
は
。

答　

現
在
の
枠
組
み
を
継
続
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

防
災
無
線
が
聞
き
に
く
い
と
い
う
声
が
あ
る
が

生
活・環
境

主な使いみち
宮代の桜を育てる事業 242万円

太陽光発電システム事業 300万円

防犯灯のＬＥＤ化推進事業 310万円

交通安全対策事業 1,153万円

自主防災組織育成事業 512万円

防
災
無
線
が
聞
き
に
く
い
と
い
う
声
が
あ
る
が



■子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌の３つの
ワクチン接種を計上。耐震補助制度の対象の拡
大に加え、高齢者・障がい者などの世帯や二世
帯住宅への支援。子ども医療費を中学卒業まで
無料化政策の継続は評価できる。
■道仏地区土地区画整理事業などを推進するた
めに、新年度から都市計画税を導入。これらに
よる町民への新たな負担は１億3,680万円とな
っている。これは昨年の水道料金値上げにつぐ、
町民負担の第２弾となるもので、到底認めるわ
けにはいかない。
■多くの自治体で保育料を低く抑える中、宮代
町の保育料は３歳児以上では県内トップクラス。
保護者の家計を圧迫しており、保育料の引き下
げを求める声に応えるべきである。
■官製ワーキングプアの解消も優先すべき課題
であり、町で働くオフィスサポーター（臨時職員）
の時給を現行780円から800円に引き上げたが、
県平均の835円までに引き上げるべきである。

　東日本大震災は、復興支援の財政負担や企業
のダメージに加え、原子力発電所の事故は企業
生産、農業まで影響を及ぼす。この社会情勢の
変化を考慮し、予算執行に当たる必要がある。
　特に、「新しい村」の休憩施設は新規に建設さ
れるが、施設の統廃合に逆行となる。グリーン
ツーリズム事業の拡大だが、環境が変わる。また、
郷土資料館が行う個人的資料の装丁。これら施
行に当たり、必要性、投資効果の再検証を求め
賛成する。

　平成23年度一般会計予算は国の予算44兆円の
赤字国債を見込んだ予算である。
　昨年度より6億2,500万円、率にして7.5%増
になっているが、国会で関連法案が不成立の場
合は10億円強の歳入不足が心配される。
　種々問題点を指摘したが、町民の目線を見据
え、4月からの町民生活に欠かすことのできない
必要経費が盛りだくさん予算化されていること
から町民生活が第一と結論付け、賛成する。

水道料金につぐ都市計画税の導入は
認められない

投資効果の再検証を求め、賛成

町民生活を第一優先に考え、賛成

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

問　

道
徳
教
育
、
人
間
性
の
向
上

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

る
か
。

答　

教
材
と
し
て
既
に
「
島
村

盛
助
」
に
つ
い
て
作
成
済
み
、

今
年
度
は
「
ど

※

ん
ぐ
り
ピ
ア
ノ
」

を
作
成
し
た
。
力
を
合
わ
せ
て

夢
を
か
な
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、

小
学
５
年
生
の
道
徳
の
授
業
を

通
し
て
意
識
付
け
を
行
う
。

問　

子
ど
も
手
当
か
ら
滞
納
給
食
費

を
徴
収
す
る
こ
と
は
。 

答　

子
ど
も
手
当
か
ら
の
保
育

料
、
給
食
費
の
徴
収
は
、
法
的

整
備
が
さ
れ
た
後
に
手
続
き
を

考
え
て
い
る
。

問　

書
棚
の
耐
震
対
策
は
。

答　

高
書
架
は
ボ
ル
ト
留
め
を

し
て
い
る
。
低
書
架
は
留
め
て

い
な
い
が
、
幅
も
あ
る
こ
と
か

ら
倒
れ
に
く
い
構
造
に
な
っ
て

い
る
。

問　

Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
導
入
す
る
と
ど

の
程
度
の
経
費
削
減
か
。

答　

２
０
０
万
円
ほ
ど
を
見
込

ん
で
い
る
。

問　

保
育
料
の
県
内
で
の
位
置

づ
け
は
ど
の
程
度
に
あ
る
か
。

ま
た
引
き
下
げ
の
検
討
は
。

答　

国
の
基
準
の
80
％
ま
で
段

階
的
に
設
定
し
て
き
た
。
県
内

で
は
高
い
設
定
で
は
あ
る
が
、

子
育
て
支
援
策
と
し
て
医
療
費

の
拡
大
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。

問　

災
害
時
要
援
護
者
見
守
り

支
援
事
業
の
「
あ
ん
し
ん
カ
ー

ド
」
と
は
。

答　

医
療
情
報
を
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
に
入
れ
、
玄
関
右
側
に
設

置
し
て
お
く
も
の
で
、
緊
急
医

療
情
報
キ
ッ
ト
に
代
わ
る
も
の
。

災
害
時
要
援
護
登
録
者
約
６
０

０
人
を
対
象
に
配
布
予
定
。

問　

姫
宮
保
育
園
内
も
含
め
た

３
か
所
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
の
連
携
は
。

答　

現
在
姫
宮
保
育
園
の
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
は

な
い
が
、
今
後
は
連
絡
会
を
も

う
け
、
意
見
交
換
を
し
て
い
き

た
い
。

問　

新
し
い
村
の
指
定
管
理
料

の
大
幅
減
の
経
緯
は
。

答　

自
立
し
た
経
営
を
目
指
す

点
か
ら
、
収
益
に
よ
る
施
設
の

維
持
管
理
、
運
営
経
費
を
賄
い
、

非
収
益
部
門
に
つ
い
て
の
み
委

託
料
の
対
象
と
し
た
。

問　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

休
憩
施
設
は
ど
ん
な
内
容
か
。

答　

食
事
や
休
憩
な
ど
が
で
き

る
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
と
ト
イ
レ
、

足
洗
い
場
な
ど
の
予
定
。

問　

耐
震
診
断
や
改
修
工
事
の

補
助
金
改
正
の
内
容
は
。

答　

高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
障

が
い
者
な
ど
の
世
帯
に
対
す
る

補
助
率
や
限
度
額
を
拡
大
し
、

建
て
替
え
も
補
助
対
象
と
す
る

予
定
で
あ
る
。

問　

東
武
動
物
公
園
駅
西
口
整

備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

平
成
23
年
度
は
道
路
な
ど

の
実
施
設
計
や
換
地
設
計
、
24

年
度
以
降
は
街
区
を
決
め
て
順

次
道
路
の
構
築
や
整
地
を
行
う
。

「
道
徳
、人
間
性
向
上
」の
た
め
の
教
育
は

　

保
育
料
引
き
下
げ
の
検
討
は

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
は

教
育・文
化

保
健・福
祉

建
設・観
光

障害者自立支援事業 3億8,422万円

福祉タクシー等利用助成 777万円

子ども医療費支給事業 7,789万円

子ども手当支給事業 6億1,000万円

保険予防事業（予防接種） 1億1,136万円

グリーンツーリズム事業 5,320万円

動物公園駅周辺整備 ※9,788万円

道仏土地区画整理事業 ※2億9,000万円

都市計画道路整備 ※1億4,170万円

土地改良、遊休農地再生 5,181万円

主な使いみち

主な使いみち主な使いみち

総合運動公園管理事業 1億3,566万円

いきがい活動センター管理 920万円

図書館管理運営事業 1億826万円

資料館管理運営事業 1,137万円

公民館管理運営事業 493万円

討
論
討
論反対です

討
論
討
論賛成です

※印の一部に都市計画税を充当 　

保
育
料
引
き
下
げ
の
検
討
は

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
は

「
道
徳
、人
間
性
向
上
」の
た
め
の
教
育
は

※「どんぐりピアノ」
  　 戦後まもなく須賀小の児童が、どんぐ

り集めやイナゴ取りをして得た貯金を
もとに購入したピアノです。
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平成22年度一般会計補正予算

　国の経済対策を活用しての修繕
事業の追加などです。

・進修館小ホール設備修繕
637万円

・小学校施設管理事業　519万円
　（ 須賀小配膳室エレベーター修
繕、東小校舎床修繕工事）

・中学校施設管理事業　802万円
　（ 前原中配膳室エレベーター修
繕、須賀中教室照明改修工事）

・学校給食運営管理事業
1009万円

　（ 廃水処理施設および残さい処
理機修繕）

・総合運動公園管理事業
499万円

　（プールろ過材交換工事）
・図書館管理運営事業 1102万円
　（図書ICタグ設置）

■
予
算
総
額
︵
歳
入
・
歳
出
︶

　

35
億
８
２
０
万
円

1.3
％
の
減

■
国
民
健
康
保
険
税
は
総
額

で
８
億
６
２
６
６
万
円
、
前

年
度
と
比
較
し
、
４
４
８
３

万
円
、
4.9
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
、
保
険

税
は
課
税
限
度
額
が
医
療
分

で
47
万
円
か
ら
50
万
円
、
支

援
分
で
12
万
円
か
ら
13
万
円

に
か
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
低

所
得
者
対
策
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
所
得
の
低
い
方
を
対
象

に
応
益
割︵
均
等
割・平
等
割
︶

の
保
険
税
は
６
割
・
４
割
の

軽
減
割
合
を
適
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
７
割
・
５
割
と
引

き
上
げ
、
さ
ら
に
２
割
軽
減

を
追
加
し
ま
す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療

に
１
か
月
あ
た
り
約
30
人
が

移
行
し
、
１
年
で
約
３
６
０

人
が
国
保
を
脱
退
す
る
と
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

前
期
高
齢
者
の
加
入
割
合

は
4.3
％
増
の
40
・
１
％
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
21
年
度

実
績
で
は
37
・
２
％
と
県
内

で
上
か
ら
２
番
目
、
町
村
で

は
１
位
。
県
平
均
は
31
・
１

％
で
す
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

は
２
億
３
０
８
７
万
円
で
、

前
年
度
比
３
６
１
４
万
円
、

18
・
５
％
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

歳
出
の
保
健
給
付
費
は
24

億
１
１
０
２
万
円
で
、
前
年

度
比
１
５
６
９
万
円
6.6
％
増

と
増
加
が
続
い
て
い
ま
す
。

■
予
算
総
額
︵
歳
入
・
歳
出
︶

　

18
億
５
６
４
万
円

6.6
％
の
増

■
い
っ
そ
う
進
む
高
齢
化
率

の
上
昇
を
背
景
に
要
介
護
認

定
者
の
増
加
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
拡
大
に
伴
い
保
険

給
付
費
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

が
で
き
、
施
設
入
所
者
が
増

え
る
が
、
予
算
上
の
措
置
は
。

他
市
町
か
ら
転
入
分
は
。

答　

も
み
の
木
１
２
０
床
が

開
所
す
る
の
で
、
施
設
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
計
上
し
て
あ
る
。

住
所
地
特
例
と
い
う
制
度
が

あ
り
、
転
出
元
の
市
町
村
が

引
き
続
き
、
保
険
者
と
し
て

保
険
給
付
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
宮
代
町
の
入
所
者

は
30
％
か
ら
40
％
と
予
想
し

て
い
る
。

問　

65
歳
以
上
の
人
口
は
何

人
と
見
込
ん
で
い
る
か
。

答　

今
年
度
８
４
２
５
人
。

■
予
算
総
額
︵
歳
入
・
歳
出
︶

　

２
億
９
３
０
６
万
円

1.6
％
の
増

■
予
算
総
額
︵
歳
入
・
歳
出
︶

　

10
億
１
２
５
万
円

16
・
８
％
の
減

問　

使
用
料
収
入
が
４
５
１

万
円
も
増
え
て
い
る
が
。

答　

道
仏
の
ス
ー
パ
ー
の
実

績
と
接
続
世
帯
の
増
１
０
０

件
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

諸
収
入
１
２
５
０
万
円

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　

道
仏
土
地
区
画
整
理
組

合
か
ら
、
受
益
者
負
担
協
力

金
と
し
て
、
下
水
道
整
備
が

完
了
し
た
所
か
ら
、
順
次
徴

収
す
る
も
の
。

■
予
算
総
額
︵
歳
入
・
歳
出
︶

　

５
０
０
０
万
円

10
・
３
％
の
増

■
予
算
総
額
︵
歳
入
・
歳
出
︶

　

11
億
６
３
６
５
万
円

7.3
％
の
増

■
建
設
改
良
費

　

３
億
２
５
０
０
万
円

国
民
健
康
保
険

介
護
保
険　
　

水
道
事
業　
　

後
期
高
齢
者
医
療

公
共
下
水
道
事
業

農
業
集
落
排
水
事
業

 人　事

固定資産評価審査委員を再任

坂巻庄冶 氏
（逆井）

反　対

■
昨
年
６
月
使
用
分
か

ら
21
・
３
％
値
上
げ

し
、
３
０
０
０
万
円
の

黒
字
を
み
こ
ん
だ
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
生
活

に
欠
か
せ
な
い
水
道
水

は
極
力
安
価
で
供
給
さ

れ
る
べ
き
。

賛　成

■
経
営
の
厳
し
さ
は
続

い
て
い
る
が
、
積
極
的

な
施
設
管
理
、
事
務
事

業
の
合
理
化
、
町
内
３

か
所
の
飲
料
水
兼
貯
水

槽
の
水
質
管
理
な
ど
事

業
展
開
を
評
価
す
る
。

■
料
金
改
定
素
案
の
収

支
の
状
況
と
決
算
書
、

予
算
書
の
さ
ら
な
る
検

証
と
検
討
、
努
力
を
お

願
い
す
る
。

 
教
育
福
祉
産
業
委
員
会

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
展
開

宮
城
県
丸
森
町

　

同
町
に
お
い
て
は
、
各
種

の
農
村
体
験
ツ
ア
ー
や
滞

在
型
市
民
農
園
︵
ク
ラ
イ
ン

ガ
ル
テ
ン
︶
の
整
備
な
ど
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
キ
︱

ワ
ー
ド
と
す
る
各
種
事
業
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当

町
に
お
い
て
も
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の
さ
ら
な

る
展
開
を
し
、
交
流
人
口
、

定
住
人
口
の
増
を
め
ざ
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
急
務
で
あ
る
と
痛
感
し
ま

し
た
。

先
進
地
に
学
び
感
謝

　

議
会
は
１
月
17
、
18
日
視
察

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
訪
問

し
た
先
進
地
が
こ
の
た
び
の
東

日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
ご

教
示
頂
い
た
こ
と
に
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

総
務
町
民
生
活
委
員
会

デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム

お
だ
か
ｅ
ま
ち
タ
ク
シ
ー

宮
城
県
南
相
馬
市

　

平
成
15
年
か
ら
、
小
高
商

工
会
は
「
バ
ス
よ
り
便
利

で
タ
ク
シ
ー
よ
り
安
く
、
戸

口
か
ら
戸
口
ま
で
の
送
迎
」

を
基
本
に
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク

シ
ー
、
セ
ダ
ン
タ
ク
シ
ー
を

運
行
し
て
い
ま
す
。

丸森町クラインガルテンクラブハウス デマンド予約管理システムの導入がカギ

平成23年度特別会計予算

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
と

７
割･

５
割･

２
割
の
軽
減
を
適
用

〈水道事業〉
　

再
任
す
る
こ
と
に
全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
23
年
４
月
１

日
よ
り
３
年
間
で
す
。
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一 般 質 問

みやしろ議会だよりNo.7811

問 

東
洋
大
学
Ｐ
Ｐ
Ｐ
研
究
セ

ン
タ
ー
の
報
告
書
に
定
住
人
口

増
加
策
の
参
考
事
例
が
あ
る
が
、

具
体
的
に
取
り
組
む
も
の
は
な

い
か
、
人
口
増
に
む
け
て
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
。

答 

総
務
政
策
課
長　

23
年
度

予
算
は
町
の
魅
力
を
高
め
る
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
と
も
に
「
き

ら
り
と
輝
く
」
た
め
の
事
業
の

重
点
化
を
図
り
、
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
。
定
住
人
口
の
増

加
は
第
４
次
総
合
計
画
の
優
先

的
に
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
と

し
て
議
論
を
行
っ
て
い
る
。
主

な
柱
は
。

①
子
育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
取
り
組
み

②
貸
し
農
園
を
定
住
の
メ
リ
ッ

ト
と
す
る
仕
組
み

③
空
き
家
、
空
き
部
屋
の
有
効

活
用
の
支
援

④
宮
代
定
住
を
め
ざ
し
た
短
期

的
な
２
拠
点
居
住

⑤
流
入
人
口
の
受
け
皿
と
な
る

市
街
地
整
備
な
ど
。

　
人
口
減
少
の
町
？

問 

国
勢
調
査
の
結
果
を
ど
の

よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

答 

総
務
政
策
課
長　

前
回
よ

り
９
８
４
人
減
少
し
て
い
る
。

白
岡
町
１
８
８
２
人
、
杉
戸
町

２
３
７
人
、
松
伏
町
３
０
３
人

増
加
し
て
い
る
。
春
日
部
市
１

３
２
８
人
、
久
喜
市
３
４
９
人

減
少
し
て
い
る
。

　

今
後
、
基
本
構
想
で
目
標
３

万
５
０
０
０
人
と
か
か
げ
、
構

想
を
実
現
す
る
た
め
の
実
行
計

画
を
策
定
し
、
戦
略
的
に
人
口

増
を
進
め
て
い
く
。

宮代町の人口ピラミッド　60歳代がピーク

⻆
野
由
紀
子
　
議
員

目標35,000人、実行計画を策定する
定住人口増へしなければならないことは

１．⻆野 由紀子 議員 … P11
① 選挙事務
② 新公会計制度
③ 定住人口の増加策

２．榎本 和男 議員 … P12
①  御成街道と安全確保のう回路の整備取り組みは
② 財政状況は
③ 道仏地区の保留地販売に向けた取り組みは

３．宮原 一夫 議員 … P13
① 財政問題
② 人事問題
③ 住み甲斐のあるまちづくり
④ 地方公務員の政治行動の制限

４．唐沢 捷一 議員 … P14
① 平成23年度予算案の重点施策と財源
② 上田県政

５．石井 眞一 議員 … P15
① 宮代町の防犯対策
② 東武動物公園駅東口通り線の拡幅整備
③  地上デジタル放送（地デジ）移行に対する高齢
者対策

④ 宮代町、町内循環バスの児童登下校時の運行
⑤ ＮＩＥ（教育に新聞を）についての取り組みは

６．中野 松夫 議員 … P16
① ペット霊園等の運営に関する条例の制定
② 地域の安心安全対応
③ 農作業時の事故防止
④ 町道用地などになっている未買収の民地

７．金子 正志 議員 … P17
① 財政再建のため合併を検討すべきでは

８．合川 泰治 議員 … P18
① ビジネスプランコンテスト
② コスプレの全国大会
③ 東武動物公園駅西口の開発
④ ルーキー農業塾

９．関　弘秀 議員 … P19
① 高齢者虐待への取り組み
② 認知症への取り組み

10．丸藤 栄一 議員 … P20
① 東小学校の危険な五差路の交通安全対策
② 小中学校の全教室にエアコンの設置を
③ 住宅リフォーム助成制度の創設を

11．飯山 直一 議員 … P21
① 町道252号線春日部方面への延伸（第６弾）
② 道仏地区土地区画整理地の販売

12．赤塚 綾夫 議員 … P22
① 23年度予算編成
② ＰＰＰ研究センターから次の事柄を伺いたい
③ 耐震水道管
④ 地方議員の大切な役割

13．加藤 幸雄 議員 … P23
① 公契約条例の制定など
② 国民健康保険

一般質問項目一覧（抽選順）

町政をただす

　一般質問は３月３日から５日までの３
日間おこなわれました。財政問題をはじ
め、道路整備やまちづくり、新年度予算
など39項目にわたり、町の考えをただ
しました。
　ここに掲載したものは、質問・答弁と
もに質問者が507字以内にまとめたもの
です。

本会議の様子
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一 般 質 問

みやしろ議会だよりNo.7813

問 

住
み
甲
斐
の
あ
る
「
ま
ち

づ
く
り
」
の
た
め
に
、
デ
マ
ン

ド
バ
ス
を
運
行
す
る
考
え
は
。

答 

総
務
政
策
課
長　

当
町
が

直
面
し
て
い
る
高
齢
化
や
人
口

減
少
、
買
い
物
難
民
な
ど
を
解

決
す
る
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と

受
け
止
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、

シ
ス
テ
ム
導
入
コ
ス
ト
、
維
持

管
理
コ
ス
ト
ほ
か
運
用
面
の
課

題
な
ど
を
詰
め
る
必
要
が
あ
る

が
、
東
京
大
学
で
開
発
し
た
シ

ス
テ
ム
も
選
択
肢
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

現
在
進
め
て
い
る
第
４
次
総
合

計
画
の
策
定
と
と
も
に
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
と
併

せ
て
研
究
し
て
い
く
。

問 

現
在
の
循
環
バ
ス
の
契
約

期
限
は
平
成
24
年
12
月
で
あ
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
具
体
的
に

研
究
し
て
い
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

答 
総
務
政
策
課
長　

デ
マ
ン

ド
バ
ス
の
導
入
を
前
提
に
し
て

進
め
る
前
に
、
運
行
を
予
定
し

て
い
る
北
本
市
に
照
会
し
た
り
、

町
民
の
希
望
を
調
査
し
て
い
き

な
が
ら
検
討
す
る
考
え
で
あ
る
。

行
政
区
長
制
度
の
検
討
を

問 

現
在
の
区
長
を
行
政
区
長

に
改
め
る
考
え
は
。

答 

総
務
政
策
課
長　

地
域
福

祉
や
防
災
、
環
境
対
策
な
ど
地

域
の
問
題
や
課
題
に
取
り
組
み
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
地
域
の
力
、
と
り
わ
け
、

住
民
の
暮
ら
し
に
一
番
近
い
地

区
・
自
治
会
の
力
が
不
可
欠
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
行
政
区
長

制
度
へ
の
移
行
も
あ
る
が
、
別

の
方
法
を
考
え
て
い
る
。

第４次総合計画の策定とともに研究
行政区長制度とデマンドバスの導入を

宮
原
一
夫
　
議
員

病院へ、買いものへ住民に喜ばれているバスとオペレーター
（古河市）

問 

22
年
４
月
、
御
成
街
道
の

歩
道
早
期
設
置
を
求
め
た
際
、

県
の
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し

作
業
に
入
れ
、
歩
道
整
備
を
進

め
る
検
討
を
行
う
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
の
経
緯
、
見

通
し
は
。

②
御
成
街
道
の
危
険
を
避
け
、

町
道
６
８
３
号
（
宮
代
台
北
〜

踏
切
を
抜
け
春
日
部
久
喜
線
）

の
利
用
が
あ
る
。
こ
の
道
は
運

動
公
園
へ
の
利
用
も
あ
る
が
、

１
７
０
ｍ
が
未
舗
装
で
安
全
で

な
い
。
整
備
は
。

答 
産
業
建
設
課
長　

県
は
交

通
量
調
査
等
を
県
下
一
斉
に
実

施
予
定
。
前
回
の
検
証
作
業
は

概
ね
３
年
か
け
て
実
施
さ
れ
て

い
る
。

③
町
道
は
、
農
道
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
た
道
路
だ
が
、
安
全

面
か
ら
生
活
道
路
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
。
簡
易
舗
装
の
要

望
が
あ
り
、
地
権
者
・
自
治
会

と
検
討
す
る
。

長
期
的
財
政
健
全
化
の

見
通
し
は

答 

総
務
政
策
課
長　

中
期
財

政
推
計
で
は
単
年
度
収
支
黒
字

化
を
目
指
す
見
通
し
を
立
て
て

い
る
が
、
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
は
変
わ
ら
な
い
。
健
全
化
に

向
け
努
力
。

道
仏
の
保
留
地
販
売
の

取
り
組
み
は

答 

産
業
建
設
課
長　

組
合
で

は
保
留
地
は
企
業
へ
の
一
括
処

分
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
定
し

街
並
み
誘
導
の
手
法
を
入
れ
る

考
え
。

　

町
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
の

助
言
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

区
画
整
理
の
紹
介
な
ど
を
考
え

る
。

　

住
居
表
示
は
整
備
完
了
時
の

換
地
処
分
に
合
わ
せ
実
施
し
た

い
。

榎
本
和
男
　
議
員

県
は
検
証
を
実
施
、
代
替
道
路
は
あ
り
方
を
検
討

御
成
街
道
の
歩
道
設
置
と
う
回
路
の
整
備
は

人にやさしい道へ
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問 

東
武
動
物
公
園
駅
東
口
駅

前
広
場
の
都
市
計
画
決
定
に
向

け
た
町
の
取
り
組
み
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

答 

産
業
建
設
課
長　

宮
代
町

と
し
て
は
、
今
ま
で
行
っ
て
き

た
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
平
成

23
年
度
に
駅
前
広
場
の
都
市
計

画
決
定
に
向
け
て
、
関
係
住
民

の
皆
様
方
の
合
意
形
成
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
①
今
年

の
夏
頃
ま
で
に
都
市
計
画
決
定

に
必
要
な
図
面
な
ど
を
作
成
し
、

協
議
会
や
住
民
の
皆
様
方
に
示

し
て
い
く
予
定
。

②
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
説
明
公

聴
会
や
都
市
計
画
法
の
17
条
縦

覧
、
町
都
市
計
画
審
議
会
を
経

て
、
年
明
け
の
県
都
市
計
画
審

議
会
に
諮
っ
て
い
き
た
い
。

③
駅
前
広
場
の
都
市
計
画
決
定

の
告
示
は
、
平
成
24
年
３
月
頃

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

平
成
23
年
度
の
防
犯
重
点

施
策
は

答 

町
民
生
活
課
長　

①
自
転

車
盗
難
の
発
生
が
高
い
た
め
、

自
転
車
の
盗
難
対
策
に
つ
い
て
、

警
察
や
関
係
機
関
と
協
議
を
行

い
、
有
効
な
手
法
を
検
討
し
て

い
く
。

②
自
主
防
犯
組
織
に
対
し
て
は
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
や
電
子
メ
ー
ル
な

ど
に
よ
り
情
報
の
提
供
を
行
う
。

③
町
内
で
の
犯
罪
の
発
生
情
報

を
警
察
と
連
携
し
、
捜
査
に
支

障
の
な
い
範
囲
で
町
民
へ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
迅
速
に
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
危

機
意
識
の
醸
成
と
注
意
喚
起
を

行
う
。

関係住民と合意形成に努め24年３月決定
動物公園駅東口駅前広場の都市計画決定は

石
井
眞
一
　
議
員

東武動物公園駅東口駅前広場の早期都市計画決定を

問 

上
田
知
事
は
、
今
夏
で
２

期
８
年
間
の
節
目
と
な
る
。

　

こ
の
８
年
間
の
上
田
県
政
に

対
し
て
、
宮
代
町
長
と
し
て
ど

の
様
に
評
価
し
て
い
る
か
、
率

直
な
気
持
ち
は
。

答 

町
長　

知
事
は
就
任
後
、

「
行
政
分
野
に
安
心
・
安
全
を

確
保
す
る
」
「
県
庁
を
経
営
体

に
す
る
」
「
県
庁
を
サ
ー
ビ
ス

産
業
に
す
る
」
の
哲
学
を
持
っ

て
県
政
に
取
り
組
ん
で
き
た
と

思
う
。

　

特
に
知
事
は
予
算
編
成
に
あ

た
り
「
未
来
へ
の
投
資
」
と
位

置
付
け
て
お
り
、
そ
の
考
え
方

は
知
事
も
私
も
行
政
運
営
に
対

す
る
姿
勢
は
同
じ
だ
と
思
う
。

今
後
も
県
と
当
町
が
十
分
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
未
来
の
町
づ

く
り
に
共
に
歩
ん
で
い
き
た
い

と
思
う
。

問 

町
財
政
の
厳
し
い
環
境
の

中
で
、
選
択
と
集
中
に
よ
っ
て

ど
の
様
な
施
設
が
予
算
の
中
で

示
さ
れ
て
い
る
か
。

答 

総
務
政
策
課
長　

行
政
運

営
に
あ
た
り
、
年
々
町
財
政
は

厳
し
い
環
境
の
中
に
あ
る
。

　

し
か
し
町
の
未
来
を
創
り
上

げ
る
た
め
に
創
意
工
夫
を
重
ね

な
が
ら
、
「
公
共
改
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
２
０
０
５
」
の
考
え
方
を

堅
持
し
て
改
革
に
努
め
て
い
る
。

　

特
に
新
年
度
予
算
で
は
、
職

員
定
数
削
減
を
は
じ
め
「
公
共

施
設
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

を
策
定
し
、
町
資
産
活
用
を
図

り
歳
入
確
保
に
努
め
、
更
に

国
・
県
の
補
助
金
確
保
に
努
め

て
い
く
。

唐
沢
捷
一
　
議
員

未
来
の
町
づ
く
り
に
共
に
歩
む

上
田
県
政
に
つ
い
て

上田県政マニフェストに沿って行政運営

平
成
23
年
度
予
算
に
つ
い
て
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東
口
の
都
市
計
画
決
定
は

問 

東
武
動
物
公
園
駅
・
東
口

広
場
と
駅
前
道
路
の
拡
幅
。
杉

戸
・
宮
代
の
中
心
に
駅
と
国
道

を
結
ぶ
幹
線
道
路
。
３
年
目
に

な
る
事
業
の
、
今
年
度
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答 

産
業
建
設
課
長　

杉
戸
・

宮
代
の
両
協
議
会
が
合
同
開
催

を
基
本
と
し
て
議
論
を
深
め
て

い
く
。
夏
ご
ろ
ま
で
に
都
市
計

画
決
定
に
必
要
な
図
面
な
ど
を

ま
と
め
、
説
明
公
聴
会
な
ど
を

開
く
。

問 

駅
前
広
場
の
都
市
計
画
決

定
は
、
平
成
24
年
３
月
で
よ
い

か
。

答 

産
業
建
設
課
長　

そ
の
予

定
で
進
め
て
い
る
。

杉
戸
・
宮
代
の
協
力
を

問 

元
・
杉
戸
駅
が
開
設
さ
れ

１
１
２
年
（
現
・
東
武
動
物
公

園
駅
）
。
と
も
に
発
展
し
て
き

た
杉
戸
・
宮
代
町
。
こ
の
事
業

は
両
町
の
協
力
が
必
要
で
は
。

答 

総
務
政
策
課
長
　
隣
接
す

る
自
治
体
と
し
て
お
互
い
が
協

力
し
合
い
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

問 

平
成
16
年
10
月
、
２
町
合

併
を
否
決
し
て
か
ら
の
宮
代
町

財
政
は
極
め
て
悪
い
。
単
独
で

は
運
営
で
き
な
い
の
で
は
。

答 

総
務
政
策
課
長　

自
立
に

向
け
た
行
財
政
運
営
を
進
め
る
。

杉
戸
町
に
呼
び
か
け
を

問 

合
併
推
進
議
員
連
盟
の
よ

う
な
組
織
を
つ
く
り
杉
戸
町
に

呼
び
か
け
、
宮
代
町
を
応
援
し

た
い
。

答 

町
長　

市
民
・
議
員
の
有

志
の
方
が
、
信
念
に
従
っ
て
行

動
を
起
こ
す
の
は
問
題
な
い
。

お互いが協力して進めていく
東口・駅前広場には２町の協力が必要では

駅前広場と道路

金
子
正
志
　
議
員

生活圏が一体の杉戸・宮代。財政の健全化のためにも合併を

問 

ペ
ッ
ト
霊
園
な
ど
の
設
置

や
運
営
に
は
、
現
在
法
的
規
制

が
な
い
た
め
、
県
内
の
自
治
体

で
は
住
民
と
業
者
の
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
と
し
て
、

条
例
の
制
定
が
相
次
い
で
い
る
。

　

宮
代
町
で
は
ペ
ッ
ト
霊
園
の

設
置
に
関
す
る
指
導
要
綱
が
あ

る
が
、
住
民
と
の
無
用
の
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、

ペ
ッ
ト
霊
園
や
移
動
火
葬
車
な

ど
の
設
置
、
運
営
に
関
す
る
条

例
化
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

環
境
省

は
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
法
律
」
の
施
行
状
況
の

検
証
と
改
正
の
検
討
を
行
っ
て

い
る
。

　

ペ
ッ
ト
霊
園
を
含
め
た
「
動

物
の
死
体
火
葬
・
埋
葬
業
」
の

取
り
扱
い
な
ど
、
新
た
な
議
論

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
平
成
24

年
度
に
は
改
正
案
を
提
出
す
る

と
さ
れ
て
お
り
、
国
の
法
整
備

の
状
況
を
見
極
め
、
条
例
に
つ

い
て
も
そ
の
必
要
性
を
検
討
し

た
い
。

問 

農
作
業
中
に
命
を
落
と
す

人
は
全
国
で
毎
年
約
４
０
０
人

に
も
な
る
。
内
容
で
は
農
業
機

械
作
業
で
の
事
故
が
約
７
割
あ

る
。

　

農
業
機
械
の
安
全
作
業
の
た

め
の
研
修
、
啓
発
な
ど
事
故
防

止
対
策
は
。

答 

産
業
建
設
課
長　

国
、
都

道
府
県
で
春
作
業
、
秋
作
業
期

間
を
重
点
に
実
施
し
て
い
る
。

宮
代
町
で
は
Ｊ
Ａ
南
彩
と
連
携

し
事
故
防
止
の
啓
発
を
実
施
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
農
機
セ
ン
タ
ー
職
員

に
よ
る
安
全
講
習
会
、
さ
ら
に

「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
を
通

じ
作
業
の
安
全
を
呼
び
か
け
る
。

中
野
松
夫
　
議
員

国
の
法
整
備
を
見
極
め
、
条
例
も
検
討
し
た
い

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、
ペ
ッ
ト
霊
園
条
例
化
は

犬（ペット）も家族の一員
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問 

高
齢
者
の
認
知
症
だ
け
で

な
く
、
若
年
性
認
知
症
も
増
加

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
、
ま
た
、
今
後
に
お
け
る

取
り
組
み
は
。
①
本
人
・
家

族
・
近
隣
に
対
し
て
②
県
と
の

対
応
③
病
院
、
学
校
な
ど

答 

保
険
健
康
課
長　

①
認
知

症
専
門
病
院
へ
の
受
診
や
入
院

に
つ
い
て
の
医
療
機
関
情
報
の

提
供
。
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

デ
イ
ケ
ア
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
利
用
や
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護

老
人
保
健
施
設
へ
の
入
所
な
ど
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

薦
め
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
20

年
に
は
、
認
知
症
に
関
す
る
出

前
講
座
４
回
、
研
修
会
１
回
開

催
、
平
成
21
年
か
ら
は
、
厚
生

労
働
省
提
唱
の
「
認
知
症
を
知

り
地
域
を
つ
く
る
」
の
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
１
０
０
万
人
キ

ャ
ラ
バ
ン
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
催
、
６
８
０
人
が
こ
れ
ま

で
に
受
講
。
ま
た
、
介
護
予
防

事
業
と
し
て
、
「
脳
の
健
康
教

室
」
を
開
催
。

　

②
県
で
は
、
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
推
進
、

東
部
地
区
で
は
、
武
里
病
院
が

平
成
21
年
12
月
１
日
付
け
で
指

定
を
受
け
て
い
る
。

　

③
認
知
症
専
門
病
院
と
し
て
、

久
喜
す
ず
の
き
病
院
、
新
し
ら

お
か
病
院
、
蓮
田
よ
つ
ば
病
院
、

春
日
部
セ
ン
ト
ノ
ア
病
院
、
武

里
病
院
が
あ
る
。
町
内
小
中
学

校
に
お
い
て
は
、
２
３
８
人
の

児
童
生
徒
が
認
知
症
の
基
礎
を

学
ん
だ
。
今
後
も
、
各
種
事
業

を
継
続
し
支
援
し
て
い
く
。

各機関と連携を図り支援していく
認知症への取り組みは

関
　
弘
秀
　
議
員

家族のあたたかい見守りを

問 

農
業
担
い
手
塾
に
つ
い
て

①
応
募
者
の
状
況
②
従
来
の
ル

ー
キ
ー
農
業
塾
と
の
違
い
は
。

答 

産
業
建
設
課
長　

①
６
人

②
⑴
受
け
入
れ
対
象
者
を
拡
大

し
た
。
以
前
は
経
験
者
を
対
象

と
し
て
い
た
が
、
未
経
験
者
な

ど
も
受
け
入
れ
る
。
⑵
経
験
者

の
研
修
期
間
の
短
縮
を
す
る
。

必
ず
３
年
間
と
し
て
い
た
が
、

経
験
や
能
力
な
ど
に
応
じ
て
短

縮
す
る
。
⑶
指
導
体
制
の
多
様

化
を
図
る
。
人
員
の
質
・
量
と

も
に
充
実
強
化
し
、
重
層
的
な

支
援
組
織
を
立
ち
上
げ
た
。
⑷

新
規
就
農
者
の
生
産
活
動
の
場

と
し
て
拠
点
施
設
や
住
居
の
斡

旋
な
ど
の
研
究
を
進
め
て
い
く
。

問 

日
工
大
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
宮
代

町
長
賞
と
し
て
「
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
彫
刻
し
た
ガ
ラ
ス
絵
・
グ
ラ

ス
の
販
売
」
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
①
内
容
と
理
由
②
こ
の
ア

イ
デ
ィ
ア
を
ど
の
よ
う
に
活
か

し
て
い
く
の
か
。

答 

産
業
建
設
課
長　

①
サ
ン

ド
ブ
ラ
ス
タ
ー
と
い
う
機
械
を

使
用
し
て
、
直
接
鏡
や
グ
ラ
ス

に
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど

の
イ
ラ
ス
ト
を
砂
の
圧
力
で
彫

っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

②
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
施

設
の
イ
メ
ー
ジ
イ
ラ
ス
ト
を
彫

り
、
記
念
品
や
み
や
げ
物
に
な

れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

問 

東
武
動
物
公
園
駅
西
口
開

発
の
今
後
の
予
定
は
。

答 

産
業
建
設
課
長　

24
年
度

以
降
は
本
格
的
な
工
事
に
着
工

し
、
26
年
度
の
ま
ち
開
き
を
目

指
す
。

合
川
泰
治
　
議
員

大
き
く
４
点
あ
る

従
来
の
ル
ー
キ
ー
農
業
塾
と
の
違
い
は

産業としての農業へ
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問 

「
住
民
意
識
調
査
」
で
も

他
の
自
治
体
に
出
る
幹
線
道
路

が
な
い
と
住
民
が
不
満
を
募
ら

せ
て
い
る
。
こ
の
路
線
の
重
要

性
は
①
防
災
道
路
（
国
道
16
号

線
か
ら
久
喜
市
）
、
②
通
過
交

通
量
の
増
加
に
よ
り
、
商
業
な

ど
の
沿
道
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
、

道
仏
土
地
区
画
整
理
地
の
早
期

販
売
に
も
寄
与
す
る
。
「
本
路

線
は
町
の
将
来
を
考
え
る
上
で

重
要
な
路
線
の
一
つ
な
の
で
、

引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
た

い
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
そ
の

後
の
進
展
は
。

答 

産
業
建
設
課
長　

春
日
部

市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
は
将
来
整
備
が
必
要
な
路

線
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
が
、

具
体
的
な
整
備
計
画
が
決
定
さ

れ
て
な
い
。
町
道
２
５
９
号
線

の
整
備
効
果
を
高
め
る
た
め
、

交
差
点
か
ら
暫
定
舗
装
工
事
を

行
い
、
交
通
環
境
の
向
上
と
車

両
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
。

道
仏
区
画
整
理
地
の
販
売
は

問 

町
主
導
で
土
地
活
用
の
勉

強
会
、
一
括
売
却
の
方
策
を
探

る
べ
き
で
は
。
ま
た
、
２
５
２

号
線
の
春
日
部
延
伸
に
販
売
の

影
響
は
。

答 

産
業
建
設
課
長　

土
地
活

用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る

機
関
を
招
き
、
土
地
活
用
相
談

会
の
機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
。

春
日
部
方
面
へ
の
路
線
が
で
き

る
こ
と
に
よ
り
、
国
道
16
号
線

か
ら
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に
な
り
、

影
響
は
あ
る
。
個
人
所
有
地
は

町
が
直
接
関
与
は
で
き
な
い
が
、

資
産
活
用
相
談
会
を
実
施
し
た

い
。

他の緊急輸送道路を補完する路線となる
防災道路としても252号線春日部延伸は

飯
山
直
一
　
議
員

期待される町道252号線

問 

東
小
学
校
の
五
差
路
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
各
関
係
者

の
努
力
に
よ
り
様
々
な
交
通
安

全
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て

危
険
な
状
況
の
五
差
路
で
あ
る

こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

　

現
に
周
辺
自
治
会
の
総
会
で

も
「
ほ
ん
と
う
に
危
な
い
思
い

を
し
た
。
何
と
か
な
ら
な
い
も

の
か
」
な
ど
の
声
が
あ
が
っ
て

い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
答
弁
で
も
、

「
町
と
し
て
２
０
０
６
年
度
か

ら
毎
年
、
信
号
機
の
設
置
を
要

望
し
て
い
る
が
、
設
置
さ
れ
な

い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
」

と
の
説
明
で
あ
る
。

大
き
な
事
故
や
犠
牲
者
が
出
て

か
ら
で
は
遅
い
の
で
、
早
急
に

信
号
機
の
設
置
を
す
べ
き
で
あ

る
。

答 

町
長　

当
該
道
路
は
、
狭き

ょ
う

隘あ
い

で
あ
る
こ
と
か
ら
信
号
機
を

建
て
る
場
所
が
な
く
、
交
通
処

理
も
複
雑
な
場
所
で
あ
る
こ
と

か
ら
設
置
が
で
き
な
い
と
伺
っ

て
い
る
。

　

抜
本
的
な
交
通
安
全
対
策
を

講
じ
て
い
く
た
め
に
は
道
路
用

地
を
拡
幅
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
が
、
関
係
住
民
の
方

の
意
向
も
あ
り
交
渉
が
難
航
し

て
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を

問 

中
小
企
業
者
に
と
っ
て
は
、

活
性
化
策
と
な
る
「
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
を
創
設
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答 

産
業
建
設
課
長　

新
た
に

創
設
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
既
存
の
制
度
を
で
き
る
限

り
活
用
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。

丸
藤
栄
一
　
議
員

道
路
用
地
の
拡
幅
交
渉
に
難
航
し
て
い
る

早
急
に
信
号
機
の
設
置
を

これでは人が安心して渡れません！
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問 

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
の
答
申
を
受
け
、
４
月
か
ら

の
国
保
税
率
は
据
え
お
き
、
課

税
限
度
額
・
医
療
分
を
３
万
円

引
き
上
げ
、
後
期
支
援
分
を
１

万
円
引
き
上
げ
、
低
所
得
世
帯

の
保
険
税
軽
減
を
７
割
・
５

割
・
２
割
軽
減
と
し
て
軽
減
幅

を
拡
大
す
る
方
針
と
い
う
。
ま

た
、
国
で
は
国
保
を
後
期
高
齢

者
医
療
と
同
様
、
県
単
位
に
広

域
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

①
課
税
限
度
の
引
き
上
げ
で

増
収
の
見
込
み
は
。

　

②
軽
減
拡
大
で
対
象
と
な
る

世
帯
は
。

　

③
広
域
化
に
合
わ
せ
、
国
保

税
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
の
で
は
。

答 

保
険
健
康
課
長　

①
課
税

限
度
額
の
対
象
世
帯
は
医
療
分

で
約
90
世
帯
、
支
援
分
で
約
１

０
０
世
帯
を
見
込
ん
で
お
り
、

総
額
４
０
３
万
円
程
度
の
増
収

見
込
み
。

　

②
軽
減
割
合
の
変
更
で
、
試

算
で
あ
る
が
７
割
軽
減
１
０
０

２
世
帯
、
５
割
軽
減
１
６
２
世

帯
、
２
割
軽
減
６
２
１
世
帯
で

合
計
１
７
８
５
世
帯
を
見
込
ん

で
い
る
。

　

③
広
域
化
で
あ
る
が
、
国
保

運
営
協
議
会
か
ら
の
答
申
で

「
税
率
引
き
上
げ
の
必
要
性
は

認
識
し
つ
つ
も
、
国
保
を
取
り

巻
く
環
境
に
的
確
に
対
応
し
、

安
定
し
た
保
険
運
営
を
確
保
す

る
こ
と
が
適
当
…
…
、
県
の
広

域
化
支
援
方
針
や
新
た
な
高
齢

者
医
療
と
の
整
合
を
図
り
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
町
と

し
て
も
答
申
を
ふ
ま
え
、
慎
重

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

７・５・２割軽減で1785世帯の見込み
国保税軽減幅拡大の影響は

加
藤
幸
雄
　
議
員

いのちを守れる国保制度に

問 

「
ね
じ
れ
国
会
」
で
法
案

が
不
成
立
で
も
「
こ
ど
も
手

当
」
は
支
給
で
き
る
か
。

答 

総
務
政
策
課
長　

法
案
が

成
立
す
る
と
考
え
予
算
計
上
し

た
。

問 

大
地
震
災
害
で
一
番
困
っ

た
事
は
イ
ン
フ
ラ
関
係
。
特
に

水
道
、
災
害
に
強
い
耐
震
水
道

管
（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
）
の
布

設
が
重
要
だ
。
今
後
の
布
設
計

画
は
。

答 

上
水
道
室
長　

配
水
管
・

導
水
管
・
及
び
送
水
管
に
つ
い

て
は
全
て
耐
震
性
を
布
設
す
る
。

問 
地
方
主
権
確
立
の
た
め
地

域
の
こ
と
は
地
域
で
決
め
る
と

い
う
「
地
方
の
自
立
心
」
を
尊

重
す
る
こ
と
が
新
し
い
地
方
自

治
の
あ
り
方
だ
と
思
う
が
、
そ

こ
で
町
長
の
考
え
は
。

答 

町
長　

日
常
生
活
に
お
い

て
町
民
の
共
通
し
た
身
近
な
課

題
を
、
力
を
合
わ
せ
て
解
決
し

て
い
く
こ
と
が
「
地
方
自
治
の

精
神
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問 

二
元
代
表
制
に
つ
い
て
議

会
の
役
割
を
明
確
に
し
て
お
き

た
い
の
で
、
「
総
与
党
化
」
を

期
待
し
た
い
か
考
え
を
伺
う
。

答 

町
長　

二
元
代
表
制
に
反

す
る
こ
と
な
の
で
、
「
総
与
党

化
」
は
好
ま
し
く
な
い
と
思
う
。

問 

「
議
会
基
本
条
例
」
を
策

定
中
、
条
例
に
行
政
側
の
「
反

問
権
」
を
組
み
込
む
か
検
討
中
、

町
長
は
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

答 

町
長　

「
反
問
権
」
は
是

非
と
も
与
え
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
る
。

赤
塚
綾
夫
　
議
員

支
給
で
き
る
よ
う
に
当
初
予
算
に
計
上
し
た

子
ど
も
手
当
法
案
が
否
決
さ
れ
て
も
支
給
可
能
か

「子ども手当」を期待する多くの町民たち


